
崖の台と松林の縁がつく
美しいヨシトラスト

る

「ここが同じ上回市内なのかと思うほど、全く趣白違う卦

色ですね。コロコロコロ サラサラサラ と流れ落ちてくる

4石田音に耳を澄ませると、 一千万年という気自速くなる時
間の流れを感じます。時々、大学の研究室の学生を連れてく

ることもあります。結模様の白い監が見えると、みんな珍し

がって喜ぶんですよ」と上野さん。民自表面

に現れた丸い小石を拾い上げた学生が 「何で

丸いんだろうワ」と質問する。「これは太古

の昔、川に運ばれて丸くなった砂や石が海底

に降り積もったものなんだよjと上野さんが

説明すると、 「へえ-Jと感心した表情を見
せるそうです。日常生活ではあまり考える機

会のない、も及、時白流れを感じさせる場所

なのでしょう。

撮聴者上野高夫さん 〈新国・写真右蝋)
~学生と、信州大学の研究室で~

緑の松林の中に、白い縞模様白地肌を見せ

る 「鴻の巣」。 一千万年前の昔、こ白辺り一

帯が海底だったことを物語る議磐由美しい僅

です。かつてコウノトリが、この付近の松白

木に県を造って卵を産み、子育てを行ってい

たことから名づけられたとも雷われています。

隠言言

市では今桂、 「鴻白井む周辺を書く景観ウォー

キングも予定しています。足元町小石を拾い

上げて、速い時I聞の流れに思いを巡らせてみ
ませんかノ

平成14年
[2002J 
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今
年
は
(8月
引
目
)
で
す

主

会

場

・

・

・

北

小

学

校

上
田
市
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
、
今
年
は
8
月
白
日
出
町
午
前
中
に
、
北
部
地
区
を
重
点

に
実
施
し
ま
す
。

大
規
慎
直
下
型
地
震
に
よ
る
住
宅
地
に
お
け
る
災
害
発
生
を
盟
定
し
、
災
害
に
対
し
各
人

・

各
機
闘
が
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
北
小
学
校
を
主
会
場
に
各
種
訓
練
を

行
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
住
民
書
加
申
訓
練
を
で
き
る
だ
け
多
く
取
り
入
れ
る
た
め
、
避
難
所
申
理

常
訓
練
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

訓
練
に
事
加
す
る
自
治
会
、
審
車
、
消
防
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
凶
器
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
、
克
容
に
対
応
し
た
訓
練
を
協
力

・
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

防
災
訓
繍
に
惨
細

ょ
う
/

政
府
白
地
震
調
査
で
は
、
東
海
地
方
や
松
本

市
付
近
の
牛
伏
守
つ
』
ふ
く
じ
〉
断
庖
付
近
を

中
心
と
す
る
大
地
震
田
発
生
硝
串
が
高
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
震
が
発
生
し
た
渇

合
、
上
田
市
で
も
大
き
な
植
曹
が
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

提
唱
官
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応
を
再
碗
認
す
る
た
め

に
も
、
自
治
会
等
が
主
値
す
る
防
災
訓
練
へ
の

積
極
的
な
書
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
企
業

・
事
業
所
等
に
お
い
て
も
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

プ
'
マ
チ

8
月
剖
目
白
訓
練
の
一
つ
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ

ア
輯
線
を
檀
っ
た
情
報
収
集

・
伝
達
訓
練
を
行

緊急車両の通行にご飽力を/
8月3t自の訓練の際には、'*織の巨聞が午
前8跨30分から正午まで、緊亀車両の通行路

となります.都練跨問中の通行を確保するた

め、路上駿車はご遺11<ださも」 皆さんのご
也力をお厩いします.

い
ま
す
。
現
地
虫
害
対
策
本
部
(
北
小
学
校
)

等
に
ア
マ
チ
ュ
ア
輯
線
局
を
開
局
し
、
メ
リ
ッ

ト
吏
換
を
行
い
ま
す
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
局
で

書
加
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
最
寄
り
の
場
所
か

ら
書
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
訓
練
時
間

午
前
8
時
お
分

t
U時

マ
使
用
周
波
数

1
4
4
M
H
Z世
帯

①

1
4
5
・
ω
M
H
Z
(
メ
イ
ン
周
波
数
)

②
1
4
4
・
回
M
H
Z

4
3
0
M
H
Z帯

①
4
3
3
・
印
M
H
Z
(メ
イ
ン
周
波
数
)

②
4
3
2
・
関
M
H
z

③
4
3
1
・
同
M
H
Z
ア
多
加
者
を
募
集

ヘ

当
日
、
訓
練
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
書
加

し
て
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
午
前
叩
時
ま
で
に

北
小
学
校
(
訓
練
畳
付
場
所
)
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
A
H
A
掛
で
行
わ
れ
る
給
企
訓
陣
、
教
担

物
資
集
配
訓
練
に
ご
書
加
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

に

TERREMσrOS-T、einamentopara prevencacao de sinistr田 Vamos凹巾cIpar!
Oia e hora: 31 de agos凶(抽出白川田9，叩-12:田 ho同8

Local:Patio da凶曲laKita Shogakko 

外国人の

皆さんも

ご重量加を/
ミ設

既将殿行地量的防究訓練。晴大家積極*'加f

・時間 8月318
-上午 9，()()-12凹
-地点 Jt"、学校運動場

[2) 14.8.16 

Di輔氏erPreventユonTraining (pl奪回ringfor曲目hquakes)will be held on 

August 31st. Why don't you come and join us in this training? 

DATE S品川day.August 31. 2曲29曲四1-12凹pm

PLACE Ueda Kita日imarySchool Playground . UEDA CITY 



い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
。

か
ら
災
害
を
意
識
し
、
そ
れ
に
対
す
る
備
え
を

し
て
い
る
か
、
そ
れ
が
あ
な
た
の
生
死
を
分
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

-
家
庭
内
の
危
険
箇
所
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

①
タ
ン
ス
、
本
側
、
削
明
器
具
白
固
定
具
合
は

ど
う
で
す
か
?

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
屋
倒
閣
瓦
が
落
ち

た
り
し
ま
せ
ん
か
っ

日
ご
ろ

• a
 
.
.
 

幅'，

e

.
家
庭
で
災
膏
時
の
話
し
合
い
を

①
史
書
発
生
時
の
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分

担
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
っ

②
車
脹
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
で
も
、

あ
わ
て
な
い
よ
う
災
害
時
の
集
合
場
所

・
連

絡
先
迎
路
方
法
を
決
め
て
あ
り
ま
す
か
?

③
避
難
場
所

・
避
難
ル

1
ト
が
わ
か
勺
て
い
ま

す
か
O

(
下
記
、
広
域
避
難
場
所
一
覧
点
〕

.
避
援
の
ポ
イ
ン
ト

避
難
は
「
早
め
に
」
「
徒
阜
で
」
「
集
団
で
」

そ
し
て
「
持
ち
物
は
最
小
限
に
」

①
避
難
す
る
前
に
火
元
を
再
確
認
、

ーーー防災PI"

ブ
レ
ー
カ
l

は
落
と
し
て
お
く

②
避
難
先
の
メ
モ
を
残
す

@
車
は
使
わ
な
い

@
安
全
な
経
路
を
歩
い
て
避
難
場
所
に

-
問
い
合
わ
せ

総
務
課
(
宮

n
・5
3
3
2
)

消
防
本
部
(
宮
お
・

0
1
1
9
)

圃広場軍艦場所一覧嚢

非常持出し晶をチェック
いざという時に備えて.

をしてお苦ましょう.

すぐに取口出せるととろに置いてありますかっ

赤吉ゃん、百年寄り.病人証ど軍族構成に応じて準惜

してありますかっ

宣昂や竃由など期限のあるものは1嗣;:1回1<1点横し、

必要に応じて交換しましょう

3日聞は自力でしのげる備え

温

川
県

検

、

-.1人1日"が

ほ乳

E璽誼彊霊童3

*地区に関係なく、畳寄りの喝所に道服してくだをきい. 
.r:霊錐所として使用する建物俗 学綬等において国体育館とします.
ただし、状illにより他の建物も開厳します.
*平成15年 3 月まで.liI下小掌彼，.~宮東中のため使用できま甘ん.

14.且 16(3) 



• 
「公共施設案内予約」と「エコール」
システム休止のおしらせ
情報推進想(%123・8241)

檀器保守のため、 「公共l!i設袋内予約」と 「エコールJ(上団地域公共図轡曲
情綴ネ ットワーク)のシステムが、 8月26日聞の終日休止します。

当日は、公共施設申予約と空き状配検索ができません。また、インターネット

による施置案内と図轡検索等もできませんので、ご了承くださも、

お知らせ道
路
に
近
接
す
る
民
有
地
の

樹
木
骨
倒
木
に
気
を
つ
廿
ま
し
ま
っ

管
理
隈

{
g
E
・5
t
2
5
)

台
風
や
豪
雨
な
ど
で
、
道
路
に
近

接
す
る
民
有
地
に
め
る
樹
木
が
道
路

に
筒
れ
込
み
通
行
車
両
に
損
傷
を
与

え
る
と
い
う
事
故
が
お
き
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
告
、
県
や
市
で
も
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
こ
う

し
た
事
量
の
事
前
発
見
と
予
防
に
心

が
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
に
近
接
す

る
民
有
地
に
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
が
適
切
に
管
理
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
支
障
が
あ
り

そ
う
な
木
に
つ
い
て
は
、
伐
採
す
る

な
ど
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

マ
国
道
日
号
に
つ
い
て
は
、

長
野
阿
道
工
事
事
務
前
上
回
出
張

所

(
宮

n
・2
7
3
7
)

マ
そ
の
他
国

・
県
道
に
つ
い
て
は
、

市役所代表・S
D22・4100
11126・41ω上

山
路
設
事
務
所
官
理
計
両
際

〔宮
お
・

7
I
6
4
)

マ
市
道
に
つ
い
て
は
、

市
官
理
課
{
宮
幻
・

5
1
2
5
)

!|ij 
市
で
は
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、

4
月
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
固
形
惣
軒
と

し
て
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
家
路
か
ら
出
さ
れ

る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
白
中
に
は
異

物
白
浪
人
が
多
く
、
国
車
懲
料
化
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
、
分
別
の
徹
底
を
お

願
い
す
る
ち
ら
し
を
全
戸
配
布
す
る

と
と
も
に
、
道
明
袋
で
出
し
て
い
た

だ
く
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
陸
、
自
治
会
の
金
合
、
公
民
分

館
や
女
性
部
等
の
活
動
の
中
で
、
ご

み
の
分
別
等
の
出
前
講
座
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
ロ

な
お
、
申
し
込
み
は
斑
葦
物
対
策

課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

!|ij 
市
で
は
、

N
P
O法
人
上
回
広
域

市
民
理
主
ネ
ッ
ト
ワ
!
ク
と
描
働
で
、

て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
用
抽
を
軽

油
代
替
燃
料

(B
D
F
)
と
し
て
再

資
源
化
し
、
給
金
セ
ン
タ
ー
白
配
送

車
に
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
(
出
発

式
は

7
月
幻
自
)
。
こ
の
燃
料
は
硫

黄
酸
化
物
、
自
治
薫
酸
化
物
、

二
酸
化

炭
素
排
出
量
、
町
揃
煙
温
度
が
軽
油
に

比
べ
少
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
も

の
で
す
。

市
で
は
今
桂
も
率
先
し
て
、
公
用

車
へ
の
利
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
等
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、

N
P
O法
人
上
回
広

域
市
民
事
提
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
出
中

世
哉

(
E
n
・
0
5
2
9
)
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

f 

マ
ベ
ビ
!
パ
ス
マ
ク

l
ハ
ン

マ
ベ
ピ
!
ベ
ッ
ド
マ
電
子
レ

ン
ジ

マ
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ

(録

音
用
)

マ
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
都

市
ガ
ス
用
)

マ

ベ
ッ
ド

マ
サ

イ
ド
ポ
!
ド

マ
ス
チ
i
ル
本
欄

マ
応
接
テ
ー
ブ
ル
マ
ベ
ビ
ー

ダ
ン
ス

マ
メ
フ
ァ

1
3点
セ
ッ

ト
マ
コ
ー
ナ
ー
ソ
フ
ァ
ー

マ

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

一
式

マ
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト

マ
ベ

ビ
l
ベ
ッ
ド

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
鉄
伸
マ
パ
ソ
コ
ン
マ
電

子
レ
ン

3

マ
冷
蔵
庫

マ
ワ

プ
ロ
マ
エ
ア
コ
ン

マ
自
転
車

マ
オ
ー
プ
ン
(
都
市
ガ
ス
用
)

マ
ガ
ス
レ
ン
ジ
マ
臨
い
す

マ
ト
レ
ニ
ン
グ
マ
ン
ン
マ
ロ
ー

ラ
ー
プ
レ
ー
ド
マ
日
本
文
芋
全

集

マ
車
い
す
マ
ウ
サ
ギ
小
屋

(
室
内
用
)
マ
豆
ト
ラ
マ
こ

ね
鉢

マ
そ
ぼ
切
り

[ 4] 14.且16

.9月の粗大ごみ回収目
g月21自国…クリーンセンター駐車場
回収時間隠午前10時~正午.処理費用〔実費}がかかります.



知長野
長野

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
町
村
合
併
に
関
す
る
出
前
講
座

合
併
推
温

室

(
宮
引

o
'
2
3
)

合
併
推
進
室
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な

課
題
で
あ
る
合
僻
問
題
に
つ
い
て
、

団
体

・
集
金
等
へ
出
向
き
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
出
前
講
座
を
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
合
併
に
関
す
る
ご
意
見

・

ご
提
一
J
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

-
前
座
の
申
し
込
み
、
ご
意
見
・
ご

握
曹
は
こ
ち
ら
へ

合
併
推
進
宣

[宮
幻
・

0
1
2
3

〔直
通
)
か

n
・4
l
o
o
図
1
2

0
7
・
1
2
0
8
/
固
ぉ
・
4
1
0

0
/
F
E
E
-
官
召
含
@
a
ζ
5昔

ロ
m
m
mロO
』

匂

]

大
連
・
藩
陽
・
ハ
ル
ピ
ン
な
ど

旧
満
州
と
寧
波
市
訪
問
の
旅

よ
回
目
中
友
好
協
会
(
壇
上
包
担

3
3
8
0
}

市
企
画
自
陣
(自
白・
5
t
1
2
)

友
好
交
流
都
市
の
中
国
寧
披
市
ほ

か
を
訪
問
す
る
、
市
民
友
好
聞
の
団

貝
を
募
集
し
ま
す
。

日
本
と
ゆ
か
り
の
深
い
大
連
・
総

隊
・
ハ
ル
ピ
ン
を
訪
れ
る
ほ
か
、
幹

披
で
は
国
際
服
飾
博

E
金
に
書
加
し

ま
す
。
マ
と
吉

川
月
日
日
間

1
問
却
日

叩

守
防
問
地

(予
定
〉

旅

刷

(旅
順
2
0
3
高
地

・
水
師
官
)、
大

迎

(市
内
)
、
藩
附

(滑
朝
故
宮

・

柳
条
湖

・
北
陵
公
園
・
撃

良

旧
居
、

ハ
ル
ピ
ン

(松
花
江
・太
陽
島
・
ロ
シ

ア
聖
堂
)
、
事
波

〈天
童
寺
・
国
瞭

服
飾
博
覧
会

・
寧
波
市
主
催
歓
迎
会
)

マ
定
員
先
岩
初
名

マ
費
用

約
引
万
円
マ
申
し
込
み

所
定
の

ゆ
込
用
紙

〔企
画
疎

・
公
民
館

・
創

造
館

・
上
回
日
中
会
員
宅
に
あ
り
ま

す
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

8
月

初
日
幽
ま
で
に
上
回
日
中
友
好
協
会
・

池
上

一
巳

(
畢
3
8
6
0
0
1
7

上
回
市
踏
入
2
1
5
l
n
)
ま
で

一同
韓日

T
書

量
霊童

!Lー

マ
募
集
期
間

9
月
2
日
開
1
同

9
日
側

マ

募
集
団
地

9
月
2
日

仰
に
公
表
マ
入
居
者
決
定
方
法

公
開
抽

選

マ

申
し
込
み

建
築
住

宅
都

(市
役
所
本
庁
舎
4
階
)
へ

集
し
ま
す
。

マ
出
底
対
象
者
市
内
に
庖
舗
か

事
業
所
を
持
つ
企
業
自
う
ち
、
い
わ

ゆ
る
特
産
品
(
地
場
由
貴
品

・
民
芸

品
等
〉
を
製
造
ま
た
は
販
売
し
て
お

り
、
出
底
を
希
望
す
る
中
小
企
業
者

マ
観
光
物
産
展
日
程

左
去
の
と

お

り

マ
申
し
込
み

8
月
凶
日
聞

か
ら
9
月
2
日
開
ま
で
に
、
商
工
課

ヘ

マ

そ
の
他

出
庖
条
例
等
、
群

し
〈
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

日

.鱒錬鶴市等におげる観光物産展日程

開櫨地署 よ 周

10月10日同-12日出鎗倉市

10月26自国-27日目

11月2日出-4日開

11月10目聞ころ
[来確定]

11月23日出ころの
3日間

東京郵

(神宮外苑いちょうまつり)

峯村友伊 中組 拍.41担

-上国市綜筆書員(画会Jl)デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

事
前
説
明
会
へ

選挙 9E~1 1@G目D
補欠選挙~~準設立)
(上田市選挙区)…右左f

長野市
〈真因サミット)

点
字
図
.
館

(en--
・8
7
5
)

点
字
国
轡
館
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
録

官
図
書

(C
D
に
収
め
た
聞
の
図
書
)

を
製
作
し
て
い
た
だ
く
編
集
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
聾
成
講
座
の
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
白
で
、
関
心
が

あ
る
か
た
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

9
月
6
日
幽
午
撞
2
時

3
4
時

マ

と
こ
ろ

上
回
点
字
図

轡
館

マ
申
し
込
み

8
月
初
日
幽

ま
で
に
上
回
点
字
図
轡
館
へ

堅官
者等

Z126 
言|皇室

i|量

管室
よま

Zli主
君l差
51員

「姉
株
都
市
等
に
お
け
る
観
光
物

産
展
」
に
、
市
内
白
中
小
企
業
者
が

山
居
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
社
商
品

の
販
路
拡
大
や
市
場
欝
査
等
に
役
立

て
る
と
同
時
に
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の

姉
峠
都
市
友
好
交
流
を
図
る
た
め
、

観
光
物
産
展
へ
の
出
出
企
業
者
を
募

出石町

轟
林
や
林
葉
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

右
下
衰
の
林
業
委
員
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
任
期
は
、

7
月
l
日
か
ら

平
成
凶
年
6
月
初
日
ま
で
の

4
年
間

で
す
。

上越市

g月7日出 ツルヤ大量底、マツヤ上国定
9 J! 14日出 西友秋羽目宮、酉友三好町庖‘Aコープコア温図庖
@月目白出 マツヤよ毘インタ 慮、やおふ〈よ織底
e月盟国出 ジャスコ上関庫、しおだ野ショヲ ビングセンター

程白Mの月g
 
b
札
前

h
y
雌
曾

れ
い
圃
出

ι1鶴
岡
“

v

w配
師

r
pー~
!
錫
m

'
臨
時
古

2
0
 

エ

咽

缶

タ
刷

ι

-
咽
川
町

イ
肺
即

ウ

回

窓

• 
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市政テレビ番組「ふれあいよ田」をご覧ください 麗書課(宮22・3435)

今回は「母器市長に捌く~上回新時代を剖りたい くアイ・ラプ・上回)J
と題し、 8月31日凶午桂4時30分-5時に慣組放送 (SB C)で世映され

ます。

「生活者起点」を基本に、日々の暮らしの中から寄せられる市民の声を

大切にし、一人ひとりが夢と誇りを膚で感じられるまちづくりを目指す母

謹市長が、直接思いを管さんに伝えます。

主人公は、市民の皆さんです。よきパートナーンップを聾き、活力ある

上田市にしていきましaう。どうぞ、ご覧〈ださL、。

ぐ

靖可能畳な 在勤ほう り しいいも考え
定しす。 幽ま 0料 の 車 パ教室

白かた か マとこ マとき・ うよ。 か、 生すて活る 分と自らう 方見を 白るなた

手目量Y咽a話V昔ri。A場古望量Vの小z2』 '宙iA 2 T 
(原則 市民プ右下表 てどい で ( z23 ， 震2{3 ， 

込マみ申し 市在伎内 ザラ 白 考てえ たうし きい こ 生方のやき
) 5 2 4 5 ifidijpi iij s 2 2 ' 議鹿 . と みら締きとれか

ゆおまよ ら 目 5 そ 対マ・木工 上

し料理な ま ;) 
白 内 容 竃節

E座程日 連絡でを 希望者児は、 女共画書課同 月9 6 マき い せんのル市内 1回 9却月14日出 ，mZE 穣「コミ2ーケ ションの上手市民房プ内ラ閣ザ自民員ゅう

備がしどか。皆さ に
日 -16:聞 とり方」

90R021日出 県演ン男題タ女「共m21同座世省診紀惨薗加のセ'"ンさタ方ー」主舗のジエ 京森大名殿誉さ教ん鰻

月98予定さ 紹介がさ 歌 んと、 事在住し〈
2固 12:00-16:30 I .i r2i;~ö)~<!ñJ 

.重
10∞月5816出∞ ーイベント多・青加少〈年う育え成だフ女才性フラェムス〉

品号2号室て
3固 10:00- ティパル

叩3，却月19日出 .111体橿，EJ畢「知ョていますか?自分の心
;t布榎保準健街飾場者

まか、ラ るプ Zヱウ 『6 
4固 13;30-16凹 ，太と』 体験

す。 ジて 5固 10月26日出 .111生，きE方「」覇氏物簡に牢"，立性たちの 宮島嵩里子さん
書名 字l豊ルみラ 13:30-16∞ 

L 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . • . • . • . . • . • . • 
1 T講習会へお出かけください
市では、昨年度好評でした IT講習会を今年度も開催します。

[>対車 パソコン初心者 (20蔵以上で12時間すべて

畳講できるかた。昨年度実施した講座と同じ内容です

:ので、初めて受講されるかたを橿先) [>定員各講

:座とも先着20名 b内容 パソコン入門編パソコン
:1の基本樺作、ワープロ文替の作成、インターネットの
:r基本操作(ホームベージ凶覧・電子メールの送受信)• -i・ITIII冒会(9月)の日程
• • 

[>受構料 500円(テキスト代として) [>申し込

み 世話でメディアランドUEDA(冒39・1000)へ
[>その他 12時間で lコース(2日間、 3日間、4日聞

の3同類のコ スあり)です [>問い合わせ 情報推

進課(百23・8241)かメディアランドUEDA(百39・1000)

まで

. 月虜座番号 開 催 日 時期 内容 対象者 会 場事

9 -08 9月14日出 .21日出・28白出 13・凹-17:00 入門・ 一般 メァィアフンドUEDA

日-10 日月9日l月)・10日同・12日開・13日圃 日目0......12:00 入門編 一般 申央公民館
9月
9 -11 9月24自凶・27日圃・10月1日凶・4自国 自:00-12:凹 入門編 般 上野が丘公民鎗

9 -12 9月16日聞・17日出 自叩-16:00 入門. 一般 上回創造舘

• 
-・・:::・・:・-:器削習会1:'12月まで行います.今後の良型について俗、広・うえたでお揺ら曾します. • ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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便利で確実な口座振替のご利用を

納期限9月2日明)
.市 県 民悦 2期
・国民健雌保険脱 2刻j

聖付は

生舌環境課
(本fT舎 1階)

ー
午
後
5
時

マ
と
こ
ろ
旧
第

一

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
内
容

ク

ワ
ド
リ
リ
ア
〈
フ
ォ
!
ク
ダ
ン
ス
)
、

ブ
ラ
ジ
ル
歌
謡
、
ン
ュ
ラ
ス
コ
(
川
l

ベ
キ
ュ

I
)、
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー

ム
、
手
品

な

ど

上
回
創
造
館

9
月
の
催
し

よ
閲
創
造
錦

(2
E
-
1
1
1
1
)

-
う
え
だ
ア
l
ト
&
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
2
0
0
2
(参
加
無
料
)

?
と
き

9
月
7
日
出

・
問
8
日

冊
午
前
叩
時
1
午
桂
4
時

マ
と
こ

ろ

長
池
公
園

マ
内
容

さ
ま
ざ

ま
な
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
皆
さ

ん
申
作
品
展
示
と
交
流社会福祉協機会

(忽27・8080)

子

人権悩みごと相談

棺母

-
第
切
回
記
念
香
嬰
会
書
道
展

〔
入
場
無
料
)

マ
と
き

9
月
幻
自
由
3
同
犯
自
由

午
前
9
時
1
午
後
5
時
(
羽
田
は
午

後
4
時
ま
で
)

園町問
問
困

-
昔
は
な
し
語
り
の
会
(
参
加
無
料
}

マ
と
き

8
月
倒
的
自
由
午
後
l
時

羽
分

1
3時

マ
内
容

怪
談

・
こ

わ
い
昔
ぱ
な
し

-
秋
の
野
草
を
調
べ
よ
う

(参
加
無
料
)

マ
と
き

9
月
M
目
的
午
前
叩
時

i
u
時
加
分

マ
と
こ
ろ

畳
池
公

園
周
辺
(
雨
天
白
場
合
は

4
階
科
学

実
験
室
)

マ
内
容

秋
田
植
物

(
野
草
)
の
名
前
や
分
類
な
ど
を
調

社会福祉協議会
(ft22・3082)

上田商士会議所
(包n・4500)

毎週月~金蹴臼
9 :00......16:00 

べ
ま
す
マ
対
象
者

小

・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

マ
持
ち
物

ビ
ニ
ー

ル
袋
、
植
物
図
援
(
持
っ
て
い
る
か

た
)

マ
そ
の
他

創
造
館
の
第
l

駐
車
場
に
集
合

-
太
陽
の
黒
点
在
見
ょ
う

(
参
加
無
料
}

マ
と
き

9
R
m
日
出
午
前
日
時

i
u
時
加
分

守
内
容

天
体
望
遠

鏡
で
太
陽
目
黒
点
を
観
察
(
雨
天

・

聖
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
で
太
陽
に
関
す
る
話
し

・
ビ
デ
オ

上
映
〉

・
視
聴
覚
室
衛
星
通
信

「
子
ど
も
放
送
局
」
(
入
場
無
料
)

マ
放
映
時
間

午
前
叩
時
泊
分
1
正

毎週月火曜日 1

9 :00......16:00 i 

新しいE義景品是正義喜を指定

保育・子育て相鍛
〈面'"熔験)

車車呈

午-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

マ
柑
昨
露
間

午
桂
l
時
泊
分
1
・

3
時
1
(
2
回
投
葺
)

マ
内
容

秋
白
星
空
と
恐
竜
白
謎

マ
そ
の
他

上
小
地
域
内
の
小
・

中
学
生
と
同

伴
の
保
護
者
は
無
料

-
体
育
館
町
利
用

マ
と
き

第
2
・
4
土
晦
日
午
前

9
時
i
午
桂
5
時

マ
そ
の
他
上

小
地
域
内
の
小
・
中
学
生
と
同
伴
の

保
護
者
は
無
料

臨
時
体
節
目
お
知
ら
せ

9
月
2
日
開
・
同
6
日
幽
は
、
館

内
田
清
掃
・
機
器
占
検
白
た
め
臨
時

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

8ロ19氾8
22'8752 

2沼・7喝洛8

排水設備工事および桔水装置工事は、市で指定した業者で

ないと施工できません。指定義者は市への串摘手続き 工事

等をいっさい代行しますので、工事の申し込みは指定業者へ

直撞憧輯してください。

.新たに指定した下水道指定工事庖

l 主事且名 l 営墾置時空塊

伺 傭 実I'J唱郡孔子町大字県明11ω
丸山興 業|耕輔駒大持出四一5

側矢島工務底|よ困市火字路崎間総 1

掬 錦 興 業|よ図南大字上国原市79-1

信 水 工 業|上回市大字林之郷明一2 24白河

.新たに指定した指定給水装置工事事聾者

営業所所在勉工事事業者名

*今回縄厳したのほ新規に緬定された業者です.すべての循定業者名を<E知リ
になりたい渇合ほ上下水道局曾寮際紛織水係 (1122・41依田1532・1536)ま
でお問い合わでください.

[7] 

業|上回市大字体之郷169-2工水

14.且16

慣



E夏草葺'>'-

ーし宅島 4 もしち

u・・・4・・ .，.0・.'.1 、
w・7&ハ11，-匂室
身の回りにあるちょっとした物を使ってみんなを買置

か廿ちやおう。

手品をマスタ して、学校やお家でさりげなく使え

ば、人気者に主主れること間童いEし ? 
学校のお体みの2日聞を使ってふしぎ体験をしてみ

まゼんか。親子での嘗加も大歓迎です。

さ革、きみもハリポッタ になろう。

b日程下査のとおり bところ 中央公民館3階
第 1・第2芋習室ほか b講師矢崎智弘さん、矢嶋

貴子さん t-対量小学生以上 b定員 25名(定員

になりしだい締め切ります) t-嘗加料 200円 t-申
し込み 8月26日間)から中央公民館(古22・0760)へ
bその他 10円玉5枚を当日お持ちください

館
組
園
短
時
語
文
学
録

作
品
募
集中

央
公
民
館

(
S
E

・0
7
6
0
)

マ
部
門
等

①
短
歌
:・

l
杭

②
俳
句
:・

2
句

③

川

柳

:・

2
句

④
現
代
詩
:
・
2
編
〔
小

・
中
学

生
は
4
部
門
の
中
か
ら

l
作
品
)

で
き
る
だ
け
A
4版
4
0
0字
詰
原

稿
用
紙
を
使
用
し
〈
現
代
時
は
必
ず
)

措
害
で
記
入
、
題
は
自
由
、
未
発
表

{ 

富

クロ スアップマジック&
アートハルーン入門編
カ ドを使ったマジックほか
~まず回、カードの
テクニックを学ぼう~

風船を使って棄しい作品を作るう

クロ スアップマジック&
アートバルーン応用編
カ ドマンツクをもっと知ろう
~ふしぎふしぎの世界ヘ~
ア トパルンで美の世界へ

内聞

午前9時30分
-11時30分

時

g月3目凶

10月3日同

-日程表
，. )j'目

作
に
限
る
マ
対
量

東
信
・
吏
植

地
区
在
住
者
マ
募
集
期
間
①
一

般

9
月

1
日
間
1
同
羽
田
幽
〔
当

日
白
消
印
有
効
)

②

小

・
中
学
生

8
月
初
日
出
国
ま
で
(
市
内
小
・
中
学

生
は
学
校
で
取
り
ま
と
め
。
当
日
の

消
印
有
効
)
マ
応
事
方
法

部
門

名
を
赤
で
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・

軍
名

・
電
話
番
号
(
小
・
中
学
生
は

学
校
名
・
学
年
・
学
級
・
氏
名
)
を

把
人
し
、
郵
便
小
為
替
(
投
稿
料
)

を
同
封
し
、
中
央
公
民
館
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詩
型
文

学
祭
時
(
畢
3
8
6
l
o
o
-
4
上

田
市
材
木
町
1

2

3

)

へ
郵
送

ま
た
は
現
金
を
添
え
て
直
接
市
内
6

公
民
館
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

〔
現
金
の
場
合
は
平
日
の
み
畳
け
付

け

)

マ

投
稿
料

1
部
門
に
つ
き

5
0
0
円
(
小

・
中
学
生
は
無
料
)

マ
文
学
祭

U
月

M
日
間
午
桂
l

時
泊
分
1

4
時
、
文
化
会
館
ホ

1
ル

文
化
公
演
事
蝿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
9
ヲ
フ
寄
募
集
し
て
い
ま
す

隼
謹
掌
曹
関
(
宮
田
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5
'
0
2
)

上
岡
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育

委
員
会
が
主
催

・
共
催
な
ど
を
す
る

文
化
公
腕
郁
業

(
コ
ン
サ
ー
ト

・
演

劇

・
展
覧
会
な
ど
)
に
つ
い
て
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慣
で
お
手
伝
い
を
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て
い
た
だ
け
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市
民
の
皆
さ
ま
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
前
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
登
録
で
き
る
か
た
市
内
に
荘
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、
ま
た
は
勤
務

・
通
学
さ
れ
て
い

て
、
無
慣
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
か
た
マ
お
手
伝
い
し
て
い
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主

催
・
共
備
な
ど
を
す
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公
演
事

業
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
を

必
要
と
す
る
事
業
マ
メ
リ
ッ
ト

文
化
公
演
事
業
白
チ
ケ
ッ
ト
を
先
行

予
約
で
き
た
り
、
出
演
者
と
の
交
疏

な
ど
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
マ

登
録
方
法
生
涯
学
習
課
文
化
偏
開

時
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

マ
問
い
合
わ
せ
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文
化
公
漬
関
係
の
資
料
聖

公
開
し
て
い
ま
す

生
涯
掌
冒
限
(
宮
田

5
'
0
2
)

生
匹
堂
書
蝶
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
等
か
ら
屈
け
ら
れ
た
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
出
劇
な
ど
の
文
化
事
業
白
案
内

カ
タ
ロ
グ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
人
を
呼
び
た
い
が
連
絡
先
を
知

り
た
い
、
出
演
料
等
の
料
金
は
い
く

ら
か
知
り
た
い
等
々
の
害
考
に
な
り

ま
す
。
平
日
目
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
の
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
に
本
を
鼓
む
聾
し
さ

を
伝
え
る
た
め
、
「
お
は
な
し
」
を

語
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
聾
成
す
る
講

座
で
す
。

マ
と
き

9
月

i
3月
四
期
間
中

月
に

l
回
(
平
日
の
午
前
中
、
具
体

的
な
日
程
は
畳
講
者
決
定
桂
に
調
艶

し
ま
す
)
マ
と
こ
ろ

市
立
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守
備
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山
浦
英
宰
さ
ん
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轡
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
ざ
し

き
わ
ら
し
白
金
主
事
)
マ
定
員

加
名
(
先
着
順
)
守
受
踊
料
無

料

マ

申
し
込
み

8
月
幻
日
幽
か

ら
市
立
図
轡
館
へ



「信州上田夏季大学2002J
日程・ 場所の変更について
「教育うえだJ7月16日号に掲癒しました「悟州上田夏
季大学2002Jの日程と場所が車更になりました。
bとき 9月7日出~周8日日 bところ 長野大掌
(下之蝿) tその他群しくは公民曲等においてあるパ

ンフレットをご置ください

アクアプフザ上田

平成14年度中期教室受講者募集
b日程等下表白とおり b注意事項 定員超過白場合は柑!耳目となります。ベビー教輩の保険適用期IIUは教室

期間中のみとなります。同年齢白亜檀書加は出来ません。受け付け終了桂町取り消しがあっても書加料の返金は

できません。別途入館料(一般750円、 60歳以上500円、幼児無料)がかかります。 tオレンジパス (60麓以上

無料) 行き 10 : 15上田駅お城口発 帰り 14 : 30アクアプラザ聾

問い合わせ…アクアプラザ上回 (ft26・2626)

ベピ教室
教室名 高齢者水中運動

日歳児 1歳児 2歳児

曜日 月曜日 金曜日 火曜日 火曜日 水晦日 水帽目 金曜日

時間 11:00-11:50 11:00-11:35 10:10-10:50 12:00-12:40 10:10-10:50 12:00-12:40 

ト

日程 9/2-12/16 9/自-11/29 9/3-10/8 自/3-10/自 9/4-10/9 9/4-10/9 9/6-10/11 

回数 10回 自国

ト

定員 40名 20組

6ヶ月
対車 65歳以上のかた ~ 12ヶ月-2歳未満 2歳-3歳未満

12ヶ月

参加料 1.700円 4.700円

レッスン料 1.000円
レッスン料 600円 保険 300円

内訳
保険 700円

教材 3.800円(ベビー水着 1.800円ベビーキャッブ 1.500円
大人キャップ 500円}

来館またはハガキ(締切目必蕃)Iこ下配の必要事項在!e入し下肥の宛先まで

申し込み
①郵便番号 ②住所

①こどもの氏名 ・フリガナ ②こどもの生年月日
@氏名 ④年齢
⑤電話番号

@教室開始自の実年齢@保護者氏名 ⑤郵便番号⑥住所

⑥希望コース
⑦電話⑧FAX ⑨第一希望クラス ⑩第二希望クラス

宛先 〒386-0042よ田市上塩民623 アクアプラザよ田 教室係

輔切 8月31日出 8月23日樹

(9] 14.8.16 

() 

( 
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ラプ只(ンニア45白部は平成14年10月1日現在で45歳

以上のかた、 γニア60の部は平成14年10月i日現在で

60歳以上白かた) 1>参加料 中学生・高校生 l組800

円、 一般・ンニア 1組900円(それぞれ保険料を含む)

1>申し込み 9月25日剛までに参加料を添えて上回ソ

フトテニスクラブ事務局(塩口措上田市上回原1672.

5宮24・0091)または、上回ソフトテニスクラプ競技

担当理事 (桑原光彦上田市上野1172.24"24・2491)

へ(中学生・高校生田部は各学校を通じてお申し込み

くださし、〉

卓球

1>とき 10月13日(日11>ところ 自然運動公園体育

館 b種目 小学生の部(l年生-4年生白部・ 5年

生-6年生白部)、中学生白部、 一般の部、 40歳以上

の部、 55歳以上の部、ラージボ ルの部いずれも男女

ンJ グルス・ダブルス・混合ダブルス b対象 市内在
住・在勤・在学白かた b参加料 小・中学生 ンング
ルス500円、ダプルス1.000円 一般 ンングルス700

円、ダブルス1.600円 1>申し込み 10月3日(村まで

に体育課またはムトウスポ ツ(古24-6852)へ

ゲートポール
bところ 10月16日嗣 bところ 上回古戦場公図
多目的グラウンド b対象市内在住・在勤のかた
1>参加料 lチ ム1，000円1>申し込み 10月3日

備までにゲートポール協会各地区の理事へ

バスケットポール
bとき 10月19日出・悶20日(回 bところ 自然連
動公園総合体宵館 b対象 市内在住・在勤・在宇のか
た 1>種目 男子白部・女子白部 1>参加料 lチー

ム5.000円 P申し込み 9月30日開)までに害加料を
拡えて体育課へ

テニス
bとき 10月20日(日11 1>ところ市首テニスコ ト
〔車・西)、古戦場公閤テニスコ ト b種目 小・中学
生男女、 35歳以上男子、 45歳以上男子それぞれソング

ルス (35歳・45歳以上男子シングルスは、大会当日年

齢に遺していなくても平成14年12月31日現在その年齢

に達すれば出場資格があります)、一般男女それぞれ

ンングルス・ダブルス b対阜 市内在住・在勤・在学
のかた b重量加料 2，000円 1>申し込み 10月13日
間までに書加料を添えてテニスハウスワカツキ (上田

市中央3-2 -13"25・2317)へ

バレーボール
1>とき 10月13日旧11>ところ 市民体育館、勤労

者体育センタ- 1>続技方法 自治会対抗、女子9人

上小スポーツレクリエーション祭02
の延期について

9月1日laの予定でしたが、 9月29日(回に延期して
実施します。詳しくは体育課または上田教育事事所生

涯学習課 (..25・7176)へお問い合わせ下さい。

なお、当日申し込みで害加できる種目は次のとおり

です。

-ニュースポーツスタンプラリー

1>とき 9月29日旧)午前9時から 1>ところ 」ニ回

域跡公園を中心とした各施設ほか b内容 ①ビンゴ
ゲーム ②ストラックアウト ③ベタンク ④バンプ

ダンス⑤リングテニス 等 b対象 どなたでも書
加できます1>参加料 無料

・健康相談・体力測定(柔道場)

-レッツレクダンス・レクゲーム (三中体育館)

制 1>チーム編成 同一自治会在住者で編成され、選

手は高校生以上で12名、監督・コ チ・マネージャー

各 l名 b参加料 iチーム3.000円 b申し込み
9月30日明)までに事加料を添えて体育課へ 1>その他

試合用ポール (4号球〉は、言参加チームでl個持害

してください

ゴルフ
bとき 10月初日旧1) 1>ところ グランステージカ
ントリークラブ丸子コース 1>競技方法 18ホ ルス

トロ クプレー ・新ペリ 7 1>定員 2(日名 (先着順)

b参加料 2.500円 (プレー代別10.800円宣事付)
b申し込み 8月26日明)から9月30日(月)に害加料を

添えて体育課へ

巾民の霧から烏晴Ifi母校lIlI参加者募集 目
市民白森畳山口から烏帽子登山をしてみませんか

1>とき 9月21日出 b集合午前7時45分までに

市民の森公園駐車場へ b日程 市民白森~揚の丸高

原~烏帽子岳~市民自森 (総距離約10km)、午桂3時

30分解散予定 b対象小芋4年生以上 b定員 50

名 (先着順) 1>参加料 500円 b持ち物昼食、

雨具、防寒具 1>申し込み 書加料を添えて体育課へ

おもしろくスポーツ 目
いままで出会ったこと白ないステキで遊べるスポー

ツを楽しんでみませんか。

bとき 10月~来年3月白毎月第 1・3水曜日 (12

月18日嗣・来年l月 1日を除く〕午佳7時-9時 b 

ところ 自然運動公園総合体育館1>対聖 どなたで

も書加できます 1>重量加料 1.000円 b申し込み

各国とも当日会場で随時受け付けます

14.8.16 [ 10 1 
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|砕・U:i2~~ーショシ

体育課~・llIlillJl I

|スポーツ鍛受講指募集 I 

対量はいずれも学生を除く市内在住・在勤のかたで

す。

円程は変更になる可能性があります。申し込み時に

ご艦怨ください。

いずれも書加軒は3.000円、畳付開始は8月26日開、

締め切りは9月20日幽です。書加料を添えて体育課へ

お越しください

パトミントン教室(後期)
1>とき 10fl 1日-12月3日白火曜日 (全8田)午

桂6時30分-8時3日分 bところ 一般の部市民体
育館 ジュニア白部勤労占体育センター 1>定員

一般の部 40名 ジュニア白部 15名 b持ち物ラ
ケット、シュ ズ bその他 ヅュニア白部白書加買

格は小学4年生~中学生です。なお、保護者の送迎が

必要となります

バスケットポール教室(後期)
bとき 10月9日~来年2月26日白水曜日(全17回)

午睡7時30分-9時1>ところ 市民粋育館 1>定員

30名 b持ち物運動;昔、パスケットシューズ

いrrm総合体行大会参加lお募集 I 

剣道
bとき 9月15日(日11>ところ 自然運動公園体育
館1>種目 個人戦小学2年生-6年生男女各学年

別、中学l年生・2年生児女各芋年別、一般男女の部、

居合迫田部団体戦小学生男女の部 b対象市内
在住・在勤・在学のかた 1>重量加料 中学生のみ300円

(当日徴収) 1>申し込み 8月25日(団までにサドヤ

武道具庖(上田市中央ト11-20..22，3856)へ、小学

生の部は各分団へ、中学生田部は各学校へ

バドミントン
bとき 社会人の部 9月22日旧) 商校生・大学生
申部 10月12日{却炉ところ 市民体育館、勤労者体

育センター 1>対象 市内在住・在勤・在学申かた、上

聞パドミントノ協会且 b重量加料社会人の部 個人
戦 l組2.000円、団体戦 lチーム4.000円 高校生・大

学生白部 l種目につき 1人600円 b申し込み社
会人田部 9月13日幽までに書加料を添えて体育課ま

たは上回パドミントン協会(西沢員昭 宮23・1369/

高橋邦夫 宮22・316のへ高校生・大学生の部 10月

1日ωまでに事加料を添えて上回高校(深井幸人

[11) 74.8.76 

..22.0口02)へ

相撲

bとき 9月23日(秋分の日) 1>ところ市営相
俊樹 1>種目 相債競技の部保育園・幼稚園白部

(年少・年中・年長)、小学生の部、中学生田部(いずれ

も各学年別) 腕樹慎白部(男女$1)) 高校生の部、

一般の部 (40歳まで・50歳まで・51歳以上) 1>対象

市内在住・在勤・在学白かた b参加料 無料 b申し
込み 9月17日ωまでに体育課へ

マレットゴルフ
bとき 10月5日出1>ところ ハープ僑マレット
ゴルフ場 b対象 市内在住・在勤白かた 1>参加料
l人500円 b申し込み 9月26日同までに害加軒
を添えてマレットゴルフ協会地区役且へ

ソフトボール
bとき 10月6日(回・同13日(印 bところ 河川敷
上場グラウンド、染島台グラウンド b競按方法 自
治会対抗ト ナメント戦 1>チーム組成 l自治会で

編成 b重量加料 1チーム5.000円 b申し込み 9 
月24日ωまでに書加料を添えて体育部へ b抽選会
9月27日樹午後7時から勤労者体育センター会議室で

行います

亘重
bとき 10月6日(印 1>ところ市営弓道場 b種
目 高校生白部〔則子白部、女子の部)、一般の部

(称号者白部、有段者の部、女子の部) 1>対車市

内在住・在勤・在学のかた b参加料無料 b申し込

み 当日受け付け(高校生午前8時30分、一般午後零 ( 

時30分受け付け開始)

霊童
bとき 10月6日(日 bところ 市民体育館柔道場
1>種目 個人戦小学生l年生-6年生・中学l年

生-3年生男女各学年別、高校生無段者の部(男子)、

高校生有段者。部(男子)、高校生女子の部 団体戦

中学・高校男女別、 一般申部 b対象市内在住・在勤・
在学のかた 1>書加料無料 b申し込み 9月27日
幽までに書加料を添えて柔道協会事務局(出田監骨院

上岡市住吉76-12"24・1347)へ

ソフトテニス
bとき 10月13日(回[雨天時同19日ω) 1>ところ

市首テニスコート(東・西) 1>種目 中学生・高校

生・一般の各男女、シニ745の部 (男性)、ンニ760の

部(男性〕それぞれダブルス白トーナメノト戦 1>対

阜 市内在住・在勤・在学のかた、上回ソフトテニスク

、
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-肺がん集団検診がはじまります
9月2日{月)からrol9日明)まで、 40歳以上のかたを対
量に、肺がん検訟を行います。すでに申し込んだかた

には、 事前に案内のはがきを順次おIIIししていますが、

申し込んでいなL、かたでも、 当日会場で検診を受けら

れます。

t>とき・ところ 下査のとおり b内容 問診 ・胸
部レントゲン検診 ・かくたん検査(1日j診の結果、必要

と認められたかたのみ) t>受惨料 200円 (かくた

ん検査は800~1加算) t>注意事項 レノトゲン織影

時は上半身障、または薄い肌着一枚で畳診してくださ

い(ネックレスなどははずし、金具 ・プラスチック白

ついていない肌着等での揖葺となります)。なお、こ

の肺がん検診を畳話されたかたは、結骸レントゲノ検

診は畳ける必要がありません t>問い合わせ健康推

進蝶 (ft23・8244)
・肺がん検診の日程

時 間 . 会 地・
倹.日
午前g時30分-11時四分 午後1時四分-4時

9月2目聞 中央公民館

9月3日刷 川辺町会館

g月4目酬 百室8~民館 川西社会福祉センタ

9月5自欄 上野が丘公民館 縛川地区公民館

9月6日圃 中央公民館 .般農村環境改善センタ

g月9日lIl) 塩田母子健康センタ

G U D 

~.暦l!:/鋪聞措置自..."跡3露"
上岡市構防団第十八時国主備による 「おはこ集

り」を今年も開催します

「消防Jを知。ていただくよい梅会です。
皆さん由お錯しをお待ちしています。

1>1: 曹 8月24自由午後8時~

1>ところ 浦里小字校校庭

炉内容

地震体験車による地質体段、消火器白取り置い

説明、上田市消防聞音楽隊によ晶演奏会、漕耳欄

轟太鼓、 金魚すくい、打ち上げ花火、各種嵐官等

b問い合わせ
上岡市消防圏第十八骨囲 {置31・却05)

消防部舗務蝶 (冒26・0119)

E 

• r痴ほう」についての相談会
痴ほうのかたの介護方法等でお悩みの介護者のかた、

お気軽にご相説ください。

bとき 9月4日制午桂 1時10分-5時 t>ところ

市役所南庁舎 l階高齢者介護部 t>定員 若干名

b相談担当 期内静子さん(グループホーム「せせら
ぎJ・看護相談室「せせら吉J代表、元国立小諸線聾
所痴ほう性老人病棟副婦長) t>申し込み 電話で高

齢者介護課 (ft22・4100園161的まで

:.~、.~、.A..~、.~、.A.~、.A. ・保健セン?ー(市復所南停書Z階)
~.、.，.、~.、~.、~.、~.、~.、~.、 .閉需要掴・・・哩調F・・・・・・哩司君F・・・・ i

j 月の毘幼児健康診査・教室 I 4か月 I: ~~^~ 1 14.416-430 

t>受付時間 ①乳幼児健雌睦査(4か月児 ・1揖6
か月児・3描児) 午後 l時-1時45分②2棋児瞳
室午桂l時-1時15分 [①、②とも午後零時30分以
前の受け付けはできません1 t>持ち物 ①乳幼児鍵
鹿島査母子健康手帳、健庫器査票 (赤ちゃん手般の

中にありますので配入してお持ちくださL、。 3歳児は

出力・聴力検査を興施して、配人してくださL、)、パス

タオル、おむつ、働プラン(!輯6か月見)03歳児は、
尿桂査の容器をお造りしますので、お持ちください

②2歳児教室 母子健康手帳、おたずね用紙、歯プラ

ν、コップ、おやつ代(実費)、おやつIHはし ・フォー
クなどとお皿 1>問い合わせ 健康推進軍事(!f23・8244)

-個別10か月児瞳酷岳民医療檀聞の一部!lJ!
l回生協畠療所(上直尻)は、7J.]から個別10か月
児健診の実施を取りやめましたのでご注意くださも、。

1揖eか月

3 歳

211児鞄宣

.m西社書摘祉セン?ー[泊園川冒旭区@かたのみ}
4か月

1歳6か月

g月12日
g月24日

14. 4 . 16~ 5 .15 

13.1.16-3.15 

業i!I図 川西地区の2緩宛教室 3・児健惨!;l:10舟に行

います.

-個別10か月児健診(市内骨量院医療織間)

|個別10か月 19月1日-30日 13.10.16-11.15
※10か月鬼鑓惨l彦、 4月以降、市内の畢民医療機聞で待
うことになりました。 Z主お、対象者に1;1個別に週間し

ます.鉾し〈降、健康推進疎までお・ねください.
:.......... ....... ..... ...... ...... ...... ......... ... ... ............. ........... ......... .... ... ... ....... ................ ....~ 
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子と毛定ちがl歩じめτ(;)111遊び

「前期野外活動体験教室J
「日本一の干曲川を調べ隊」

7月13目的、上田市半過白川白駅近くで、

「前期野外活動体験教室」、「日本ーの千1111川

を調べ隊」が、上田市子ども会育成会連絡

協議会と教育委員会の主催により開催され

ました。

この活動は、千1111川に親しみ、遊びを通

して親子のふれあいや同世代・異世代!聞の

交流をすることが目的で、市内白子どもと

その保護者約200人が参加しました。

参加した子どもたちは、指導者のかたか

ら川に入る時四注意と、水中生物について

由説明を聞いた後、実際に川の中に入り、

水生昆虫をつかまえたり、タイヤのチュー

プでできたイカダに乗って川を下ったりし

ました。

今由子どもたちは川で遊ぶ峨会が少なく

なっていますが、今回の活動で、子どもた

ちは他の地域の子どもといっしょに川で遊

び、自然白すばらしさを学ぶことができま

した。

[13] 14.8.16 
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上
田
市
こ
と
ぶ
き
大
学
大
学
院

第

期
生
を
婁
集
し
ま
す

上
田
市
で
は
、
高
齢
者
の
か
た
が
た
に
と
っ
て
の
学
び
の
場
、

仲
間
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
こ
れ
ま
で
こ
と
ぶ
き
大
学
を
開
講

し
て
き
ま
し
た
が
、
叩
月
か
ら
は
こ
と
ぷ
き
大
学
大
学
院
を
開
講

し
ま
す
。
大
学
院
の
概
要
お
よ
び
応
募
資
格
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
入
学
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
募
集
要
項
に
従
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

@…… 、J 亡コ
亡コ
Cコ

ιコ
ιコ
cコ

Cヲ

マ
修
業
年
数

2
年
凶
(
第
1
期

"

の
入
学
生
は
凶
月
l
日
1
平
成
同
年

…

9
月
初
日
で
す
)

マ
定
員

l
芋

"

年
初
名
程
度

(定
員
に
な
り
し
だ
い

…

締
め
切
り
ま
す
)

マ
開

m
m座
"

文
系
コ

I
ス
(
日
本
文
化

・
政
治
、

…

経
梼
等
)
ま
た
は
理
系
コ
l
ス
(
自

"

然
と
人
間

・
環
境
問
題
等
)
の
い
ず

山

れ
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す

マ
費
講
料
年
間
4
0
0
0
円

(教

"

材
質
、
現
地
学
習
得
の
た
め
の
芦
品
山

貨
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
)

マ
“

そ
の
他

講
座
は
毎
月
l
回
、
原
則

"

と
し
て
軍
1
火
曜
日
目
午
前
9
時
初

…

分
1
日
時
泊
分
に
中
央
公
民
館
で
行
H

わ
れ
ま
す
。
講
座
は
ゼ
ミ

(演
習
)
…

串
式
に
よ
る
学
習
を
中
心
に
行
い
、

“

運
営
に
つ
い
て
も
大
学
院
生
白
自
主

“

参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
そ
ッ

“

ト
!
と
し
ま
す
。
な
お
、
大
芋
慌
の
山

静
了
者
に
は
博
士
等
の
称
号

(資
崎
)
"

を
授
与
し
ま
す
マ
応
募
資
格

こ

山

と
ぷ
き
大
学
等
の
高
齢
者
対
豊
田
大

“

学
お
よ
び
芋
闘
を
草
生
し
た
か
た
で
、

…

積
極
的
に
学
習
や
運
営
に
害
加
し
ょ

…

っ
と
す
る
宜
欲
の
あ
る
か
た
マ
申

"

し
込
み

9
月
9
日
開
1
岡
山
日
掛
“

の
午
前
9
時
か
ら
午
桂
5
時
ま
で
の

“

聞
に
中
央
公
民
館
窓
口
へ
(
電
話
で
"

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
)
…

マ
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館

"

(
宮

n
・0
7
6
0
)

“

募
集
要
項

14.丘町[14] 

上回東高等学校創立110周年記念'業

読売日本交響楽団コンサー卜
開催のお知らせ

競売日本主ー楽団には、上回京高等学校OBでゾロホル J
奏者である山時博さんが在惜しており、今回フルオーケスト

ラによるコンサートが実現しました。

-指揮円光寺雅彦吉ん

・ソリスト 山樽情さん{ホルン)S42年塁手

-ソリスト 畢村揖さん(ピアノ)上田市出身

.iJI奏曲目

モーツアルト。ホルン協聖曲第2番壷ホ畳調 K.417

ベートーベン ピアノ協曹曲車1書ハ昼間op.15

ドヴォルザーク 宜曹曲第9書ホ短闘『新世界よりJop.95 

1>と き 11月15日幽午後6時四分間減 (6時間掛) 86曲25上岡市天神2-4-74)へお申し込みく

bところ市民会館 ださい。チケットは桂慣はがき 1伎で2名まで申

1>入場'料 3.0四円 (全席指定 ・鍋週で当遣したかたのみ し込みができます。 1名の樹合はその旨を明記し
勝入できます) てください。拍置によりチケット臆入の織利と術

I>，*，し込み 9 )130日開までに(当目的印有効)桂置はがき 定席が決まります

でよ凶市教育聾員会生涯学習棟内 「続審係J( .. 3 1>抽 置 10fi) 7日開に抽置を行い、当事容の通知をします

1>問い合わせ 上回東高等学校同窓書(官26・2020)、上田市教育委員会生涯学習謀(宮23・5102)
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第24回

学童野球大会開催

教
育
委
員
会
の

動

き

-7月定
例
会

7
月
凶
日
嗣
開
備
し
た
7
月
定

例
会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

の

営

行

-
h
ん

。

て

市

に

チ

J

み

た

け

、

場

M

M
、
し

か

が

会

内

λ
と

ま

に

会

を

市

川

う

い

聞

大

ド

、

幼

そ

で

日

球

ン

は

崎

出

ん

却

野

ウ

に

以

を

臨

同

室

ラ

会

削

果

に

ら

学

グ

大

崎

成

合

か

回

台

今

刊

の

拭

出

制

屋

。
同

力

て

日

第

染

た

似

努

つ

幻

、

と

し

刊

の

切

月

間

場

ま

約

ろ

り

7
日

球

れ

・
ご

張

3
野

わ

ム

日

な
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審
構
事
項

人
権
問
和
教
育
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て

国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

市
白

人
揃
同
和
教
育
事
業
に
つ
い
て
且

直
し
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
桂
の
方
針
等
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
し
ま
し
た
。

『上田市鶴』

編さんだより⑮

民俗の消誠と残存

民
惜
と
い
う
の
は
、
文
字
に
脅
か

れ
て
い
な
い
、

一
般
庶
民
白
人
々
の

生
活
の
歴
史
を
、

言
い
伝
え
や
習
慣

か
ら
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
学
問
自
升
野
で
す
。
だ
か
ら
今
生

き
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
部
而
に
わ
た
う
て
、
結
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
、
今
の

生
活
ゃ
、
生
活
が
移
り
変
わ
っ
て
き

た
こ
と
な
ど
を
、
明
ら
か
に
し
て
い

き
ま
す
。

昔
は
や
っ
て
い
た
が
、
今
は
す
勺

か
り
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
こ
と

は
、
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
庶
民
の
生
活
の
よ
う

す
を
記
し
た
も
の
が
、
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
田

『風
俗
画
集
成
』
に
あ
る
こ
と
を
取

り
上
げ
て
、
消
誠
し
た
民
俗
行
事
と
、

疲
り
伝
え
ら
れ
た
民
俗
白

一
つ
の
事

例
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
画
集
は
江
戸
の
町
が
中
心
に

拙
か
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
特
色

あ
る
こ
と
も
拙
か
れ
て
い
ま
す
。
信

(コ
州
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
復
刻
版
で

す
が

4
点
描
か
れ
て
い
ま
す
。
「上

み

ず

か

ご

ゐ

e
a

回
水
簡
の
祝
い
」

・
「安
曇
地
方
の

嫁
の
荷
櫨
し
」
・
「
信
漉
獅
子
凶
」

&
今

U

色
伊
噌

z

，.

「松
本
白
冬
至
四
南
瓜
売
り
」
で、

上
田
地
域
が

2
点
も
載
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
寵
白
祝
い
に
つ
い
て
は
、
以
前

に
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
正
月
に
行
わ
れ
て
い
た
風
習
で
、

前
年
に
嫁
入
り
し
た
華
々
へ
、
子
ど

も
た
ち
が
寵
を
持
っ
て
い
き
花
嫁
に

総
せ
て
、
お
祝
い
を
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
風
習
は
す
っ
か
り
な

く
な
っ
て
、

曹
い
伝
え
や
宮
最
も
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

次
に
信
濃
獅
子
の
図
は
、
常
国
・

房
山
に
伝
わ
る
獅
子
舞
の
こ
と
で
す
。

こ
の
祭
典
は
天
正
日
年

〔1
5
8
3〕

に
真
悶
口
幸
が
上
回
築
城
の
際
に
地

固
め
の
祝
い
に
舞
わ
せ
た
の
が
は
じ

。-L

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
興
が
町

-
a
u
一、

中
を
引
き
回
さ
れ
、
笠
鉾
が
そ
れ
に

続
幸
、
そ
の
あ
と
獅
子
舞
が
行
わ
れ

た
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
獅
子
舞
は

今
で
も
上
回
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
州
の
他
の
二
つ
の
行
事
で
、

「安
曇
地
方
の
嫁
の
荷
渡
し
」
は
消
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た

「松
本
白

冬
至
白
南
瓜
売
り
」
も
今
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
冬
至
に
市
皿
を
宜
ベ
る
回
目

俗
は
今
で
も
成
っ
て
い
ま
す
。

民
俗
行
事
が
残
っ
た
り
、
消
え
去

市竃調書ん量(置濁-9741)

る
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
上
回
申
獅
子
舞
は
今
で
も
残
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
水
簡
の
方
は
言

葉
す
ら
も
残
勺
て
い
ま
せ
ん
。
水
祝

い
と
言
う
婚
礼
白
祝
い
方
が
祭
止
さ

れ
て
い
ま
し
た
白
で
、
こ
白
流
れ
で

水
寵
白
方
は
な
く
な
り
、
上
田
城
主

白
保
護
の
も
と
に
格
式
と
洗
練
が
加

え
ら
れ
た
獅
子
舞
白
方
は
残
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
ロ
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文芸167首、俳句・ 205旬
153旬、 計.525作品

数
一
稿
一
投
一
の一月一f
:
・

4
一
世
柳

短

川

投稿先/..386羽田宝田市実婚2.4.74
上田市教育委員会「教育うえだ」儒
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